
令和７年度 ひょうご歴史文化フォーラム
柳田國男生誕１５０年記念シンポジウム

　福崎町の出身で、日本民俗学の父として知られる柳田國男（1875～1962）が生まれてから、
今年で１５０年になります。「柳田学」とも称されるその学問の中で、妖怪の研究は早い時期
から重要な位置を占めていました。
　このシンポジウムでは、「柳田國男と妖怪」をテーマに、柳田國男研究の第一人者であり、
福崎町立柳田國男・松岡家記念館顧問を務める東京学芸大学名誉教授の石井正己氏、そして
妖怪を題材としたライトノベル作品を数多く発表し、柳田國男もキャラクターとして登場
する『帝都フォークロア・コレクターズ』（メディアワークス文庫）を書かれた峰守ひろかず氏
をお迎えし、講演とパネルディスカッションを開催いたします。

申込方法
往復ハガキまたは兵庫県立歴史博物館のホームページからインター
ネットでお申込みください。
（１）オンラインでの申込み　令和７年８月９日（土）～９月８日（月）
（２）往復ハガキによる申込み　お１人につき１枚に、①９月２０日フォーラム参加
希望、②郵便番号とご住所、③お名前（フリガナ）、④電話番号をご記入のうえ、
令和７年９月８日（月）までに兵庫県立歴史博物館あてにお送りください（必着）。
※応募者が定員を超えた場合は抽選
　とし、結果は申込者全員にお知らせ
　します。

講演１「柳田國男と播磨の怪談」
　　　　石井正己 氏（東京学芸大学名誉教授、福崎町立柳田國男・松岡家記念館顧問）
講演２「『妖怪名彙』のコナキジジ」 香川雅信（兵庫県立歴史博物館 学芸課長）
講演３「創作の中の柳田國男」峰守ひろかず 氏（小説家）
パネルディスカッション「柳田國男と妖怪」 
石井正己 氏・峰守ひろかず 氏・香川雅信
司会：香川雅信

会 場　兵庫県立歴史博物館　講堂
　　　 （〒６７０－００１２　姫路市本町６８番地）
主 催　兵庫県立歴史博物館
後 援　兵庫県   兵庫県教育委員会   福崎町   福崎町教育委員会
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